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【平成２６年度第７回北広島市子ども・子育て会議】 

 

 

１ 日時 

  平成 27年 3月 16日（月）18：30～19：20 

 

２ 場所 

  北広島市役所本庁舎 2階会議室 

 

３ 出席者 

  （委員）※50音順・敬称略     （市・事務局） 

   青山 司             保健福祉部長  木下 信司 

安藤 由美子            児童家庭課長    福島 政則 

飯浜 浩幸            児童家庭主査  鈴木 靖彦 

小林 明夏            児童家庭主査  冨田 英禎 

   百瀨 彰              

   堀内 美和             

   松浦 政子             

   西澤 美香 

       

４ 傍聴者 

  ２名 

 

５ 会議次第 

 

（１）北広島市子ども・子育て支援プラン（素案）に関するパブリックコメン

トの結果等について                          

 

（２）平成 27年度新規開設予定施設に関する意見の聴取について 

 

・私立認可保育園１園（利用定員について）～資料１ 

 

・小規模保育事業Ａ型（利用定員及び認可について）～資料１、資料２ 

 

（３）その他 
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               【議事録】 

 

○事務局    亀岡委員及び中田委員につきましては、本日欠席される旨連

絡を受けております。 

 

（１）北広島市子ども・子育て支援プラン（素案）に関するパブリックコメン

トの結果等について 

 

○会長     ただ今から平成２６年度第７回北広島市子ども・子育て会議

を開催いたします。 

        子ども達の健やかな成長や子育てのしやすい北広島市を目指

し、ご審議お願いいたします 

       最初の議題、（１）北広島市子ども・子育て支援プラン（素案） 

に関するパブリックコメントの結果等について状況について事

務局から説明願います。 

○事務局     （パブリックコメントの結果等について説明） 

○会長     北広島市子ども・子育て支援プラン（素案）のパブリックコ

メントについては特に意見がなかったとのことです。 

また、審議事項ではありませんが、別の委員会で審議されてお 

ります「北広島市子どもの権利に関する推進計画の策定」につ 

いては、意見があったとの報告でした。 

では、審議事項の２番目、平成 27年度新規開設予定施設に関 

する意見の聴取について事務局より説明願います。 

 

（２）平成 27年度新規開設予定施設に関する意見の聴取について 

 

○事務局    （会議での意見の聴取が必要な法的根拠について説明） 

        利用定員の確認～子ども・子育て支援法第 31条及び第 43条 

        認可について～児童福祉法第 34条 

        詳細については担当主査から説明いたします。 

○事務局    （資料１に沿って説明） 

○会長     資料１の「確認」について事務局から説明がありました。 

        委員の皆様から何かご意見・ご質問ございませんか。 

○委員     ２号認定と３号認定について、説明願います。 

○事務局    保育の必要な３歳以上の子が２号認定、保育の必要な３歳未

満の子が３号認定となっております。１号認定は保育の必要の

無い３歳以上の子です。 
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○委員     分かりました。 

        さらに質問ですが、量の見込みでは児童数が減少していく傾

向にあるのに、今回は新たに２園の認可を行うのですか。 

○事務局    委員のおっしゃるとおり、児童数は全ての年齢層で減少傾向

の見込みですが、現在の定員では平成２９年度頃までは需要が

供給を上回る状況となっております。そのため定員を増やす必

要があります。 

○委員     分かりました。 

        では、平成２７年度時点の需要と供給はどのようになってい

ますか。 

○事務局    平成２６年度現在で定員は６９０名となっております。それ

に対する平成２７年度の量の見込みは７８４名となっておりま

す。 

 弾力的な運用により定員以上の入所は可能ではありますが、

足りない部分は新規の保育所等で対処することとなります。 

○委員     分かりました。 

○会長     ほかに何かご意見・ご質問ございませんか。 

○委員     １月の時点で既にこどものもり等は募集されていると思いま

すが、実際は何人くらい入所する見込みでしょうか。 

○事務局    現在のところ、こどものもりは定員１９名に対して１７名、

あおぞら保育園は定員２０名に対して１６名の入所予定となっ

ております。 

○委員     分かりました。 

○会長     それぞれ最大でどのくらい入所可能ですか。 

○事務局    弾力的運用により、あおぞら保育園は約２５名、こどものも

りは約２２名程度と考えております。 

○会長     分かりました。 

ほかに何かご意見・ご質問ございませんか。 

        それでは、利用定員に関する確認について、私立認可保育園

あおぞら保育園については２０名、小規模保育事業所こどもの

もりについては１９名ということで、承認いたします。 

 

        （委員異議なし） 

 

○会長     続きまして資料２について事務局よりご説明願います。 

○事務局    （資料２に沿って説明） 

○会長     資料１の利用定員に関する「確認」に対して、資料２では職
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員配置基準や設備の面積基準に関する「認可」についての説明

でした。 

委員の皆様から何かご意見・ご質問ございませんか。 

○委員     常勤保育士が主任を含めて４名で足りるのでしょうか。 

○事務局    この保育園はクラス別保育を行わない予定であり、全体の児

童数から必要保育士を計算します。また、主任は専任ではなく

保育につくため、４名で運営が可能となっております。 

○委員     分かりました。 

        実際に保育を開始して入所者数が増えた場合は、さらに保育

士を増やすことになりますか。 

○事務局    基準に照らし合わせて、必要保育士数が不足すれば、保育士

を増員することとなります。 

○委員     医師の非常勤２名とは具体的にはどのような方ですか。 

○事務局    内科医や歯科医などの健診時の嘱託医です。 

○会長     ほかにご意見などございませんか。 

        それでは、こどものもりの認可については、委員会として承

認いたします。 

 

        （委員異議なし） 

 

○会長     議案３その他について事務局より説明願います。 

○事務局    北広島市子ども・子育て支援プラン（素案）については、今

後、イラストや文章表現の統一などを行い、北海道と協議した

うえで、完成させることとなります。 

        北広島市子ども・子育て会議については、今回で今年度は最

後となります。来年度以降は計画の進行管理が中心となります

が、認定こども園の開設が予定されておりますので、今回同様、

確認に関する意見の徴収を行うこととなります。 

        また、計画内容に変更が必要な場合は、随時、会議を開催し、

審議していただく予定です。 

○会長     次回会議はいつ頃の予定でしょうか。 

○事務局    計画に変更がなければ、来年の今時期に認定こども園の確認

に関する意見徴収が必要となります。 

        計画の進行管理につきましては、通常は年度単位で行います

ので、平成２８年度当初頃になると考えております。 

        また、保育料については、国がパブリックコメントを終えた

ばかりで、まだ政令が出ておりません。国の基準が確定してい
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ないため、現在はあくまで（案）というかたちで、保育所ガイ

ド等でお示ししております。 

金額についてですが、保育所の保育料につきましては算出根   

       拠が所得税から市民税に変わりますが、各階層の金額は現在と

同じ金額としています。幼稚園の保育料につきましては、国の

基準よりも２０数パーセント軽減した金額となっております。

正式な決定は年度末となる予定です。 

○会長     分かりました。 

ほかに何かご質問やご意見等ございませんか。 

１年間７回にわたり審議いただきありがとうございました。 

        平成 26年度第７回北広島市子ども・子育て会議を終了いたし 

ます。 


